
新発田ジュニア卓球クラブ 市長表敬訪問

クラブ発足から23年目の悲願達成
未来のオリンピアンたちが初優勝!

広報しばた　　令和3年 10月 1日 ⑧

　8月16日～18日に行われた「ロート製薬杯 第39回全国
ホープス卓球大会」で、新発田ジュニア卓球クラブが初優勝
を果たし、メンバーの川上流星さん、畠山 陽

ひなた

さん、本間歩汰
さん、渡辺優心さんは二階堂市長を表敬訪問しました。市長
にその活躍ぶりや、今後の目標を話す選手たちからは、近い
将来、世界の舞台で活躍する姿が想像できました。

　新発田ライオンズクラブが創設60周年を記念して、市に
青色回転灯パトロール車を寄贈し、ヨリネスしばた札の辻広
場で贈呈式と出発式が行われました。
　同クラブからの寄贈は今回が2度目。会長の宮崎光夫さん
は「子どもたちの見守りなど、市民の皆さんの安心や安全に
役立てていただきたいです」と話していました。

　新発田中央ロータリークラブが、困窮世帯への支援活動を
行っている「フードバンクしばた」に、減農薬などで栽培され
た市内産の特別栽培米約1トンとふりかけを寄贈しました。
　同クラブの齋藤正行会長は「コロナ禍で生活に困っている
方々に少しでも『安心』を届けてほしいです。今後も継続し
て支援していきたいです」と力強く話していました。

青色回転灯パトロール車贈呈式・出発式 フードバンクしばたへ食料品を寄贈

市民を見守るパトロール車を寄贈
安心・安全なまちづくりに活用を

困っている家庭に「安心」を届けたい
フードバンクに新発田産米などを寄贈
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世界卓球選手権ヒューストン大会選考合宿

日本代表の座をかけ熱戦！
トップレベルの選手が新発田に集合!

地域おこし協力隊 
退任のあいさつ

　平成30年10月から地域おこし協力隊として活動した菊田敦子隊員
が、9月末をもって退任しました。菊田隊員は、菅谷地区の5集落で、地
域行事の運営補助やイベント企画などに取り組みました。

広報しばた　　令和3年 10月 1日⑨

　11月に米国ヒューストンで開催される「2021世界卓球
選手権大会」に出場する日本代表選手を選考するための試
合が4日間に渡り行われ、日本のトップ選手による熱い戦い
が繰り広げられました。激戦を勝ち抜き代表権を獲得した選
手達には当市特産の新発田牛

うし

が贈呈され、戦いを終えた選
手もうれしそうに笑顔を浮かべていました。

　新発田に着任して早3年が経ちま
した。目まぐるしい時代の変化のな
か集落の皆さんといっしょに仕事を
させていただきました。中でも私の
思い出深い活動は、菅谷地区で初め
て衣類の出張販売を企画したことで
す。「衣料のでと」さんの協力のも

と、盛況のうちに終了し、住民の方々に大変喜んでも
らえたことは私の誇りです。
　最後に担当集落の上荒沢、熊出、溝足、下中山、横
山の皆さんには大変お世話になりました。退任後は、
協力隊活動期間中に学んだことを活かしてがんばっ
ていきます。ありがとうございました。

菅谷地区担当
菊田敦子さん
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